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『１年間ありがとうございました』 
３月に入り、卒業証書授与式を終えた後には、一般入学者選抜・選抜業務・合格発表と入試選抜が続き、慌ただしく

過ぎてまいりました。 

今年度は、令和５年５月８日以降新型コロナウィルス感染症の感染症法上の位置付けが５類感染症への移行されたこ

とを受けて、昨年度よりも教育活動の幅を拡げて進んでまいりました。その成果として、生徒会執行部が企画・実施し

た７月の学校祭と12月の球技大会では、生徒と教職員が協力して知恵を出し合い、学校全体が一致団結して盛り上が

る内容を実施することができました。また、学校全体としても、日頃の学習活動、面談や各種行事を通し、落ち着いた

学校生活を進めることができました。 

生徒たちは一丸となって様々なことに取り組み、よく頑張り抜きました。厳しい状況を乗り越えた生徒たちはこの１

年間でとても成長しました。これまでコロナ禍で辛く苦しい時もありましたが、学ぶこともたくさんありました。これ

まで当たり前だったこと・普通だったことの大切さを、身に染みて理解できたと思います。 

また、保護者・ご家族の皆様、地域の皆様には、１年間、本校の教育活動にご理解とご支援を賜り、深く感謝申し上

げます。生徒たちは精一杯かけがえのない高校時代を楽しみ、成長しようと日々努力をしています。私たち教職員も精

一杯その思いに応えられるよう日々研鑽し支えてまいります。 

最後に、保護者の皆さまや地域の方々に、この１年間のお礼を申し上げ次年度も変わらぬご支援とご理解及びご協力

をここにお願い申し上げごあいさつといたします。 

 

卒業証書授与式 

３月１日（金）、卒業証書授与式を挙行しました。今回は、保護者の参加

に人数制限を設けずに実施されました。参加者全員の思いがこめられた素敵

な卒業式を挙行することができました。卒業生たちは、これからそれぞれの

道で、持ち前の明るさと忍耐強さをもって、大いに活躍してくれると信じて

います。 

卒業生の皆さん、保護者の皆様、この度は誠におめでとうございます。 
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惜別の言葉 （この３月末で本校を離任する職員からの挨拶を掲載します） 

冨 田 敬 人 先生  北海道千歳高等学校定時制へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の予定 

月 日 曜 行  事 月 日 曜 行  事 

３ 

22 金 修了式・離任式 

４ 

11 木 新入生歓迎会 

25 月 年度末休業開始（～3/31） 17 水 X線･心電図検査(1年) 

29 金 入学事前登校日 25 木 PTA･後援会総会 

４ 

１ 月 年度始休業(～4/7) 26 水 身体測定 

８ 月 入学式 29 月 昭和の日 

９ 火 
着任式、始業式、生徒実態調査、 

個人面談週間～30日、転編入学式 

５ 

3 金 憲法記念日 

4 土 みどりの日 

10 水 
授業開始、新入生オリエンテーショ

ン、教科書販売、尿検査1次 

5 日 こどもの日 

6 月 振替休日 

8 水 尿検査（２次） 

「お世話になりました」 

冨田 敬人 

こんにちは。数学科の冨田敬人です。札幌北高校定時制には４年前に赴任しいろいろな方々のご協力のもとに過

ごしてまいりました。新型コロナウィルスの対応に苦慮してきた期間と重なります。 

新入生の担任を受け持つことから始まり、コロナ禍で従来の北定生活を送らせてあげられないもどかしさを感じつ

つ日々をすごし、昨年度からは学年主任に生徒たちをまかせ今にいたります。一緒に札北定に集まった生徒たちは

この春厳粛な式のもと卒業を果たし、それぞれのステージに歩を進めていきました。頼もしい後ろ姿に笑みがこぼ

れると同時に声にならないエールをたくさん贈りました。 

教科や部活動、他の活動でさらに多くの生徒たち・先生たちともご一緒させてもらいました。やたらと声がデカい、話

が長過ぎる教員だったと思います。さまざまな不満もあったでしょうが、それらをものともせず同じ時空を共有してく

ださりありがとうございました。感謝いたします。いつまでも元気で笑顔が絶えない未来をつかみ取っていってくださ

い。 

この度、ご縁があり「北海道千歳高等学校定時制課程」へと異動となりました。３度目の夜間定時制高校での勤務と

なります。今後もマイペースで日々を重ねてまいります。４年間大変お世話になりました。少し離れた場所からには

なりますが、皆様のご健勝とご多幸をお祈りしております。 


